
　教育と普及委員会では，活動目標の一つである「学
校教育における気象学・大気科学の充実促進」を図る
ため，気象が専門ではないが，教えなくてはならない
先生方の悩みに応えることを目的とした気象教育懇談
会を2016年度より実施している．
　2020年度は，「防災」をテーマに港区立みなと科学館
を会場として行う予定であったが，新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のための非常事態宣言が発令された
ため，オンラインに切り替えて実施した．会場実施と
しては16名の参加希望があったが，オンラインに切り
替えたことで追加募集を行い，希望者は合計32名と
なった．

1． 概要
　開催日時及び場所
　　2021年 1月10日（日）13：30～16：10
　　オンライン（Zoom）による実施
　内容
　（1） ナダレンジャーの防災教室
　　　 講師：ナダレンジャー・ナダレンコ（防災科学

技術研究所）
　（2） キャスターと学ぶタイムライン
　　　講師：岩谷忠幸
　（3） キャスターと学ぶ，防災の伝え方
　　　講師：南　利幸

　参加者
　　中学校・高等学校教員他

2． 実施状況
　例年，30名ほどの参加者があるが，今回は新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止の観点から，定員を通常の
1 / 2である18名とし，過去の参加者と港区内の公立
学校に限り募集を行ったところ，16名の参加希望が
あった．オンラインに切り替えたことで追加募集を
行ったところ，更に16名の希望があった．
　平松委員長の開催挨拶の後，防災科学技術研究所の
ナダレンジャーこと納口研究員，ナダレンコこと罇研
究員による「ナダレンジャーの防災教室」が実施され
た．会場実施では身近な材料を用いての教材作成実習
を予定していたが，オンラインで60分の講義とした
（第 1図）．画面越しではあったが，身近な材料を使っ
ての様々な防災教育教材をご紹介いただき，画面に引
きずり込まれるような60分となった（第 2図）．
　続いて岩谷委員による「キャスターと学ぶタイムラ
イン」の講義があった．これは一般市民向けのプログ
ラムを生徒向けにアレンジしたものである．タイムラ
インを作成しやすいように工夫されたシートの紹介と
作成方法が，実際に授業等で活用できるよう紹介された．
　さらに南委員による「キャスターと学ぶ，防災の伝
え方」の講義が行われた．気象警報が発表された場合
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第 1図　みなと科学館での配信． 第 2図　熱のこもった講義の様子．

　これらの賞は公益財団法人井上科学振興財団が運営
するものです．
1． 井上学術賞
（1）概要：自然科学の基礎的研究で特に顕著な業績を
あげた50歳未満（2021年 9月20日現在）の研究者に
対し，学術賞（賞状および金メダル，副賞200万円）
を贈呈する．

（2）授賞件数： 5件以内
（3）募集方法：指定の関係38学会，本財団の選考委員
経験者（現任者を除く），及び受賞後 5年を経過した
井上学術賞受賞者の推薦を必要とする．

この賞の応募には学会の推薦が必要です．気象学会
では「部外表彰等候補者推薦委員会」において推薦候
補者を選考する予定です．選考の参考とするため，推
薦するにふさわしい方をご存知でしたら，簡単な推薦
理由を添えて気象学会（下記）あて， 8月16日（月）
までにお知らせ下さい．
連絡先：〒105‒0001　東京都港区虎ノ門3‒6‒9

気象庁内　日本気象学会
部外表彰等候補者推薦委員会
E‒mail：award@metsoc.jp

2． 井上研究奨励賞
（1）概要：2018～2020年度の過去 3年間に，理学・工
学・医学・薬学・農学等の自然科学の基礎的研究に
おいて，新しい領域を開拓する可能性のある優れた
博士論文を提出し，博士の学位を取得した37歳未満
（2021年 9月20日現在）の研究者に対し，研究奨励賞
（賞状，銅メダル，副賞50万円）を贈呈する．

（2）授賞予定件数：40件
（3）推薦者：原則として，博士論文の作成を指導した
研究者の推薦による．

（4）推薦締切日：2021年 9月17日（必着）
（5）照会先：公益財団法人井上科学振興財団
　　　　〒150‒0036　東京都渋谷区南平台町15‒15

南平台今井ビル601
　　　　Tel：03‒3477‒2738，Fax：03‒3477‒2747
　　　　E‒mail：inoue-fs@inoue-zaidan.or.jp
　　　　URL：http://www.inoue-zaidan.or.jp

第38回井上学術賞・井上研究奨励賞受賞候補者の推薦募集



の対応について，保護者の立場で混乱する例をあげ，
それに対する情報の求め方や対応について紹介され
た．参加者からも，休校にする際の規定について紹介
があった．

3． 成果など
　受講者に行ったアンケートの結果から，どの講義も
興味深いとの回答を得た．
　今回はテーマとして防災を取り上げたが，理科のみ
ならず他教科の教員にも関わるものであり，正しい知

識や新しい手法を身につける良い機会となったようで
ある．オンラインに切り替えたことで遠方からの参加
者も多く，オンラインであればぜひ今後も参加したい
という回答が非常に多かった．内容の希望としては，
「簡単な教材作成」が最も多く，次いで「防災」となっ
ており，今後も引き続き同じようなテーマで異なる切
り口のセミナーを検討したい．
　最後に，オンライン配信会場としてご協力いただい
た港区立みなと科学館に感謝申し上げます．
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